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名古屋国道管内自転車安全利用協議会（第２回） 

平成28年2月12日（金） 

～国道22号の自転車通行空間整備検討（参考資料編）～ 

 資料４－２ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ2 

１）単路部の整備形態検討 ～単路部の安全性（対歩行者・対自転車）～ 

   ①自転車道（双方向通行）  ②自転車道（一方通行）  ③自転車専用通行帯（緩衝帯あり） 

安
全
性
（
対
歩
行
者
） 

歩行者・ 
自転車 
の分離  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
分離可能（自転車の歩道通行原則禁止） 

  
 
 
 
 
 
 
 
分離可能（自転車の歩道通行原則禁止） 

  
 
 
 
 
 
 
 
分離困難（自転車歩行者道との併用であり、 
自転車が歩道上を通行可能） 

 ○ 
（参考：桜通りでの自転車利用率 約90％） 

 ○ 
 ▲ 

（参考：桜通りでの自転車利用率 約30～40％） 

安
全
性
（
対
自
転
車
）  

自転車の 
追越し 

 
 
 
 
 
 
 
追越時に対向自転車と接触の危険あり 

  
 
 
 
 
 
 
 
自転車道内（W=2.0m）での追い越しが可能 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
緩衝帯を利用することで、車道に出ることなく 
自転車の追い越しが可能 

 ▲  ○  ○ 

・歩行者・自転車の分離：「③自転車専用通行帯」は、自転車の歩道通行が認められた 
                場合、歩行者と自転車の分離が十分に図れない。 
・自転車の追越し：「①自転車道（双方向通行）」では、追越時に対向自転車と接触の 
            危険あり 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ3 

１）単路部の整備形態検討 ～単路部の安全性（対自動車①）～ 

   ①自転車道（双方向通行）  ②自転車道（一方通行）  ③自転車専用通行帯（緩衝帯あり） 

安
全
性
（
対
自
動
車
） 

自動車・ 
自転車 
の分離 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
構造物により分離 

  
 
 
 
 
 
 
 
構造物により分離 

  
 
 
 
 
 
 
 
緩衝帯を設けることで、自動車と自転車の間に
一定の距離（約1.5m）を確保可能 

 ◎ ◎  ○  

自転車 
の巻込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
構造物があるため、自動車は速度を落として 
左折 

 
 
 
 
 
 
 
 
構造物があるため、自動車は速度を落として 
左折 

 
 
 
 
 
 
 
構造物がないため、自動車が速度を落とさない
状態で左折 

○ ○ ▲ 

・自動車と自転車の分離：構造物、緩衝帯により、自転車の安全性を確保可能 
・自転車の巻きこみ：「③自転車専用通行帯」では、沿線施設等に左折する自動車が 
             十分に速度をおとさないため、巻込み事故などの発生が懸念 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ4 

   ①自転車道（双方向通行）  ②自転車道（一方通行）  ③自転車専用通行帯（緩衝帯あり） 

安
全
性
（
対
自
動
車
） 

停車車両に
よる自転車
通行の阻害 

  
 
 
 
 
 
 
 
阻害なし（構造物により分離） 

  
 
 
 
 
 
 
 
阻害なし（構造物により分離） 

  
 
 
 
 
 
 
 
阻害はあるが、緩衝帯を利用することで、 
車道に出ることなく回避可能 

 ◎ ◎  ○  

・停車車両による阻害：構造物、緩衝帯により、自転車の安全性を確保可能 

１）単路部の整備形態検討 ～単路部の安全性（対自動車②）～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ5 

   ①自転車道（双方向通行）  ②自転車道（一方通行）  ③自転車専用通行帯（緩衝帯あり） 

利
便
性 

沿道施設へ
のアクセス性  

  
 
 
 
 
 
 
 
自転車道が双方向通行であるため、迂回せず
アクセスが可能 

  
 
 
 
 
 
 
 
自転車道が一方通行であり、歩道通行原則禁止
である為、大幅な迂回を強いられる場合がある。 

  
 
 
 
 
 
 
 
自転車歩行者道を併用することで双方向の移
動が可能であり、迂回せずアクセスが可能 

 ○ ▲  ○  

タクシー、荷
捌き等の停
車車両による
自動車の阻

害 
（停車のしや

すさ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第1車線上に停車した車両が、円滑な車両走行
を阻害 

  
 
 
 
 
 
 
 
路肩に停車することで、車両走行への大きな影
響なし 

  
 
 
 
 
 
 
 
自転車専用通行帯上に停車することで、車両走
行への影響なし 

 ▲  ○  ◎ 

・沿道施設へのアクセス性：「②自転車道（一方通行）」では、双方向の利用ができない 
                  ため、大幅な迂回が強いられる場合がある。 
・停車車両による自動車走行の阻害：「①自転車道（双方向通行）」では、第1車線に 
              停車した車両が円滑な車両走行を阻害する為、停車しづらい。 

１）単路部の整備形態検討 ～単路部の利便性～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ6 

①-1 双方向（単路部）×双方向（交差点部） ：歩道部に溜まり場 

左折自動車から横断自転車 
の視認性が悪い 

右左折時には、双方向の 
自転車に対して注意が必要 

交差点部で 
自転車×自転車の 

錯綜が多発 

 
 

自転車の
移動経路 

信号待ち歩行者・自転車
が自転車の通行を阻害 

（右折待ち） 

錯綜に関する課題 通行に関する課題 

信号待ち自転車が 
自転車の通行を阻害
（２段階右折時） 

単路部 自転車道（双方向） 

交差点部 自転車横断帯 

歩道への流入出時に 
自転車×歩行者・自転車 

の錯綜が発生 

 
 

 

交差点部で 
自転車×歩行者・自転車 

の錯綜が発生 

２）交差点部の処理方法検討 ～一般交差点（大）～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ7 

信号待ち自転車が自
転車の通行を阻害
（２段階右折時） 

左折自動車から横断自転車 
の視認性が悪い 

 

右左折時には、双方向の 
自転車に対して注意が必要 

①-2 双方向（単路部）×双方向（交差点部）  ：車道部に溜まり場 

交差点部で 
自転車×自転車 
の錯綜が多発 

信号待ち自転車が 
自転車の通行を阻害

（右折待ち） 

錯綜に関する課題 

 
 

 

通行に関する課題 

 
 

 

信号待ちの位置が 
不明確 

自転車の
移動経路 

単路部 自転車道（双方向） 

交差点部 自転車横断帯 

２）交差点部の処理方法検討 ～一般交差点（大）～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ8 

② 双方向（単路部）×一方通行（交差点部）  

信号待ち歩行者・自転車
が自転車の通行を阻害 

（右折待ち） 

歩道への進入出時に 
自転車×歩行者・自転車 

の錯綜が発生 

錯綜に関する課題 通行に関する課題 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

交差点部で 
自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

自転車の
移動経路 

単路部 自転車道（双方向） 

交差点部 矢羽根（横断歩道） 

最短移動のためには 
横断歩道利用が必要 
（歩行者と混在） 

横断歩道上で 
自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

２）交差点部の処理方法検討 ～一般交差点（大）～ 

左折自動車から横断自転車 
の視認性が悪い 

右左折時には、双方向の 
自転車に対して注意が必要 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ9 

③ 一方通行（単路部）×一方通行（交差点部）  
錯綜に関する課題 通行に関する課題 

交差点部で 
自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

信号待ち自転車が 
自転車の通行を阻害

（右折待ち） 

単路部 自転車道（一方通行） 

交差点部 矢羽根（横断歩道） 

自転車の
移動経路 

最短移動のためには 
横断歩道利用が必要 
（歩行者と混在） 

２）交差点部の処理方法検討 ～一般交差点（大）～ 

歩道通行は原則禁止 

左折自動車から横断自転車 
の視認性が悪い 

右左折時には、双方向の 
自転車に対して注意が必要 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ10 

 

1） 双方向（国道22号）×一方通行（交差点部） 
  自転車道・自転車歩行者道を単路部で切替 

自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

既存自転車道
の一部撤去 

左折自動車の 
巻き込み対策 

副道との 
接続方針 

Ｎ

自転車×自転車
の錯綜が発生 

乗入れ部での
切り替えが発生 

Ｎ
錯綜等に関する課題 通行に関する課題 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

 
 

 
自転車の
移動経路 

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

３）大型特殊交差点 ～日銀前交差点～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ11 

 

2） 双方向（国道22号）×一方通行（交差点部） 
  自転車道を接続（隅切り部で交差点へ流入出） 

左折自動車の 
巻き込み対策 

副道との 
接続方針 

信号待ち自転車に
よる通行阻害 

(溜まり場が必要) 

既存自転車道
の防護柵撤去 

Ｎ

自転車×自転車
の錯綜が発生 

Ｎ

隅切り部で複雑な 
挙動・錯綜が発生。 
ドライバーから自転車
の挙動が予想しづらい 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

 
 

 

自転車の
移動経路 

錯綜等に関する課題 通行に関する課題 

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

隅切り部に十分な信
号待ちスペースを確

保できない 

３）大型特殊交差点 ～日銀前交差点～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ12 

 

3） 双方向（国道22号）×一方通行（交差点部）  
  自転車道を接続（単路部で交差点へ流入出） 

Ｎ

左折自動車の 
巻き込み対策 

副道との 
接続方針 

乗入れ部での
切り替えの発生 

自転車×自転車 
の錯綜が発生 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

 
 

 

自転車の
移動経路 

 

矢羽根との併用のため
自転車道指定の解除 
（自転車歩行者道化） 

錯綜等に関する課題 通行に関する課題 
Ｎ

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

既存自転車道
の一部撤去 

自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

路肩幅員1.0m確保でき
ないため、自転車道の
撤去により空間を創出 

３）大型特殊交差点 ～日銀前交差点～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ13 

 

 
 

 

 
  
  
  

４） 双方向（国道22号）×一方通行（交差点部） 
  車線削減未実施案 

Ｎ

既存自転車道
の一部撤去 

自転車×自転車 
の錯綜が発生 

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

左折自動車の 
巻き込み対策 

副道との 
接続方針 

車線再配分により路肩
幅員1.0m以上を確保 

自転車の
移動経路 

隅切り部に信号待ち 
スペースを確保可能 
（2段階右折時） 

車線削減未実施 
（５車線） 

錯綜等に関する課題 通行に関する課題 
Ｎ

自転車×歩行者 
の錯綜が発生 

路肩幅員1.0m確保でき
ないため、自転車道の
撤去により空間を創出 

３）大型特殊交差点 ～日銀前交差点～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ14 

 

 
 

 

 

バ ス 優 先 7
-9 バ ス 優 先 7

-9

副道部（パーキングスペース）の整備方針 

①矢羽根を駐車マス内側にシフト ②交差点流出部で矢羽根をストップ 

３）大型特殊交差点 ～日銀前交差点～ 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ15 

４）その他 ～乗入れ部～ 

・乗入れ部では、桜通りの方針を踏襲し、注意喚起のための「カラー舗装」を実施 
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４）その他 ～支道交差部～ 

 

1.5m 

・支道取付部では、桜通りの方針を踏襲し、「シフト幅1.5m」を確保 
・自転車横断帯は、自転車道の幅員と同様に、「幅員2.5m」を確保 
・自転車横断帯の設置に合わせて、「横断歩道のシフトor拡幅」を実施。 

 

2.5m 

横断歩道をシフトor拡幅 
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４）その他 ～バス停部～ 

Ｎ

：バス停 

路線バスは1日５～６本 

・バス停部は、交通島を設置。車いすの回転を考慮して、「幅員2.0m」を確保。 
・バス停部付近に乗入れ部等があり、交通島の設置が難しい場合は、「バス停の移設」や、「交通
島なし案」などを検討 

2.0m 

 

交通島設置案 

交通島なし案（バス停沿線に乗入れ部等があり交通島の設置が困難な場合） 



３．自転車通行空間の整備形態検討 Ｐ18 

４）その他 ～荷捌き対応～ 

今後、荷捌き車両の実態について調
査を実施し、必要に応じて駐停車ス
ペースについて検討していく 

桜通りでは路肩での荷
捌きがみられる 



（参考）見直しされているガイドラインでの 
                  整備形態の考え方 

Ｐ19 

・ガイドラインでは、当該区間における望ましい整備形態としては、「②自転車道（一方通行）」が奨
励されており、①自転車道（双方向通行）、③自転車専用通行帯は、暫定的な整備形態とされて
いる。 
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